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登録リスト（該当：24件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 常楽寺石造多宝塔]	常楽寺石造多宝塔	　常楽寺本堂左側の道を上がった奥に多重塔と呼ばれる堂々とした石造の塔が一基立っている。弘長2年（1262）に造られた。総高274.0㎝の重厚で堂々とした風格や造り方は鎌倉期多宝塔の優品とされ、おごそかなたたずまいを感じる境内である。

　北向観音の出現地とされているため、同じく別所温泉にある北向観音堂と合わせて訪れる方もいるのではないかと感じた。	2024-02-13
	2	[image: 常楽寺]	常楽寺	立派な茅葺き屋根のお寺は圧巻！
裏にある多宝塔の雰囲気もあり、ノスタルジックな気持ちを味わえます。
ちょうど茅葺き屋根の吹き替え体験をしたので、みるのが楽しかったです。
友達と行ったのでつい写真を忘れてしまいましたが、実際にみる楽しみにしておいてください！	2024-02-13
	3	[image: 別所温泉近くの寺　常楽寺２]	別所温泉近くの寺　常楽寺２	常楽寺の本堂の左側通路を抜けた先に石造多宝塔が立ち並んでいる。この場所は昼間でもあまり光が届かず、多宝塔にはおごそかなたたずまいを感じた。夏だったにもかかわらず寒さを感じたことを鮮明に覚えている。多宝塔は北向観音の出現値を神聖なものにしようと１２６２年に作られたもので今は国の重要文化財に指定されている。	2024-02-13
	4	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	　北向観音堂は、平安時代初期の天長2年(825年)、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場である。永元年（1182年）には源平争乱の中、木曾義仲の手により八角三重塔と石造多宝塔を残して全て焼失してしまうが、源頼朝の命のもと伽藍復興がおこなわれ、建長4年（1252年）、塩田陸奥守北条国時により再興された。本堂が北に向いているのは、日本でもほとんど例がない。

　私は、全国的にも珍しい特徴があるため、観光客の興味を引きやそうだなと感じた。また、北向観音堂までは坂道が多く歩きづらいが境内は整備がされているため綺麗だった。周辺に温泉があることは、寒い時期でも行きやすくなる要因となっているだろう。	2024-02-13
	5	[image: 常楽寺]	常楽寺	常楽寺は北向観音が建立された825年に建立された。
北向観音の本坊であり、ご本尊は「妙観察智弥陀如来」で全国的にも珍しい阿弥陀様である。

また、本堂裏の北向観音の霊像が出現した場所には、石造多宝塔が保存されており、鎌倉時代に天台教学の拠点として大いに栄えた常楽寺の歴史を証する貴重な文化財となっている。

階段を上がって最初に萱葺の本堂が目に入る。屋根から重厚さを感じられる。	2024-02-09
	6	[image: 常楽寺石造多宝塔]	常楽寺石造多宝塔	石造多宝塔は1262年の作で、総高274㎝の重厚で堂々とした風格や造り方は鎌倉期多宝塔の優品である。国の重要文化財に指定されている。

多宝塔の形は土台石の上に横長の直方体の石をのせ、幅の広いひさしをさしかけている。その上部は円筒形の身舎を造り出しその上に笠をのせ、一番上に細長い相輪を立てている。

塔が建てられている所は北向観音の出現地といい、境内でもっとも神聖な場所とされる。

常楽寺本堂から石造多宝塔まで向かっていくと徐々に神聖な雰囲気が感じられた。
周りを木や緑に囲まれており、空気がとても澄んでいる印象だった。

また、石造多宝塔のすぐ右側には上田市指定文化財である常楽寺石造多層塔が建っている。	2024-02-09
	7	[image: 常楽寺の''石造多宝塔と石造多層塔'']	常楽寺の''石造多宝塔と石造多層塔''	常楽寺の石造多宝塔について。写真の場所は、昔大きな火柱と一緒に観音が現れた場所と言い伝えられている。
　多宝塔というのは一枚目の写真のような塔のこと。多宝塔には木造のものと石造の物がある。常楽寺の物は石造の多宝塔で、重要文化財に指定されている。
　多宝塔のほかにも多層塔もあり、二枚目の写真が多層塔。六〇年前の大正一三年に、別所温泉北向観音堂の近くの裏山の地下で発見された。その後どこかに行ってしまったが、滋賀県で発見。別所に返してもらった。

参考文献：上田市塩田地区学校職員会、上田市塩田文化財研究所編，『信州の鎌倉塩田平とその周辺』信毎書籍出版センター発行，昭和六〇年一二月二五日初版発行，p.56-58	2024-02-01
	8	[image: 石造多宝塔]	石造多宝塔	　信濃国分寺石造多宝塔は、現在の多宝塔は屋根や塔身の一部に窪みがみられる。これは、削り取った粉を飲むと「病気が治る」や「お守りとするとよい」などの信仰から、民衆が削り取ったものとされる。各部の様式、手法などから鎌倉時代の造立と推定される。全国的にも石造による多宝塔は少ないが、上田市には常楽寺含め二つの多宝塔が現存しており貴重なものである。
　三重塔などなどの複数の歴史的価値のある建物が存在していることは知っていたが、その細部まで見ることは無かった。国分寺と共に一体感や壮大さを体感でき、良い経験となった。平日に行ったため、人が少なくゆっくり見ることができ良かった	2024-01-30
	9	[image: 信濃国分寺]	信濃国分寺	　信濃国分寺は、741年に発せられた国分寺建立の詔により建立された。当時の国分寺は、平将門の乱において消失したと伝えられており、この事件を機に現在の位置に再建されたとされている。現在の信濃国分寺は天台宗の寺院で、本尊は薬師如来である。境内は天平の伽藍の北側、⼀段高い場所にかつての僧寺と主軸線を合わせて整備されている。
　信濃国分寺には、八日堂縁日に際に行くのがほとんどで行く機会はなかった。縁日の際に行くため、人が多く境内をしっかり見たことが無かった。本堂のほか石造多宝塔や三重塔など、多くの歴史的価値がある建物が残る場所であると理解できた。	2024-01-30
	10	[image: 北向観音]	北向観音	日本遺産の一つである北向観音を訪れた。
北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場である。
寿永元年（1182年）には源平争乱の中、八角三重塔と石造多宝塔を残して全て焼失してしまうが、源頼朝の命のもと伽藍復興がおこなわれ、建長4年（1252年）、塩田陸奥守北条国時により再興された。北向観音様は北向に建立され 千手観音様を御本尊として現世利益を願う。祈祷では厄除・家内安全・商売繁盛・身体健全・交通安全をお願いすることができる。
率直に、想像していた場所よりも高いところにあると感じた。割といきなり北向観音が現れたように感じたが、周りと調和していると感じた。また、別所の街並みを見渡すことができた。	2024-01-30
	11	[image: 常楽寺]	常楽寺	寺伝によれば、平安時代初期の天長2年（825年）、「七久里の里」と呼ばれていた別所温泉に観音菩薩が出現し、その霊地に菩薩を安置するため、円仁（慈覚大師）が開創したとされる。
石造多宝塔は弘長2年（1262）の作で、総高274.0㎝の重厚で堂々とした風格や造り方は鎌倉期多宝塔の優品。塔が建てられている所は、北向観音の出現地といい、境内でもっとも神聖な場所とされる。

本堂の茅葺屋根が立派だった。石造多宝塔は神聖な場所だけあって周りが木に囲まれていて神秘的な雰囲気を味わえた。	2024-01-25
	12	[image: 常楽寺　石造多層塔]	常楽寺　石造多層塔	常楽寺境内北向観音の出現地にある石造多宝塔のすぐ右がわに、総高168cm、五層のよく整った層塔が一基建っています。これが多層塔といわれる石造塔です。
鎌倉時代に建てられたものです。
一時はこの石造塔群がどこかに流出して、一基も無くなってしまいました。しかし、研究家が捜索する中で滋賀県に一基あることを見つけ、上田市に戻ってきました。

説明には「多層塔の各層の笠の反り、軒の厚み、相輪の形、一層から上層へ次第に減らした安定感など、鎌倉時代の特徴をよくそなえたりっぱな多層塔です。」とあります。
実際に見た感想としては、素朴な感じながらも安定したような、重厚感があるなと思いました。	2024-01-25
	13	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉・北向観音の本坊。鎌倉時代には天台教学の道場として栄えました。境内には国の重要文化財に指定されている石造多宝塔があります。
階段を上がって最初に目に飛び込んでくるのは茅葺の本堂です。平成15年に修復工事を行った際、建立当時の建築様式に改めました。
堂内には当時そのままの色彩を残す格天井が美しく、ご本尊の妙観察智弥陀如来は、阿弥陀如来には珍しい宝冠を頂く阿弥陀です。
授業の課題で訪れました。	2024-01-23
	14	[image: 常楽寺石造多宝塔]	常楽寺石造多宝塔	常楽寺石造多宝塔は、北向観音の出現地とされる常楽寺境内に建てられています。
1292年の作で、大日如来を具現化したものとされています。
静かな山の中のこの場所はまるで別世界。観音様が出現したというのも頷けます。 
そんな神聖な雰囲気の境内には学徒出陣した信州大学繊維学部学生の鎮魂碑もありました。

※拝観料100円を常楽寺境内にある箱に入れてから行くようにしてください。	2023-11-08
	15	[image: 常楽寺]	常楽寺	上田市の指定文化財です。
平安時代の始めに北向観音の本坊として慈覚大師（円仁）によって建てられた天台宗の寺で、大日如来の化身妙観察智阿弥陀如来がまつられています。
学問への貢献も知られている寺で、多くの青年僧が学んだとされています。
重厚な茅葺き屋根が神聖な雰囲気を醸し出しています。

寺の裏手の林は北向観音が出現したと言われ、石像多宝塔があります。（100円の拝観料が必要）

また境内に美術館も併設されています。（記事作成者が行ったときは残念ながら閉まっていました。）	2023-10-31
	16	[image: 常楽寺]	常楽寺	北向観音の本坊で、鎌倉時代には天台数学の道場として栄えていた。境内には国の重要文化財に指定されている石造多宝塔があり、苔が生えていて趣を感じることができた。樹齢350年の「御船の松」は、とても立派な松だった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	17	[image: 常楽寺]	常楽寺	常楽寺と石造多宝塔です。石造多宝塔は、国重要文化財に指定されています。	2022-11-30
	18	[image: 常楽寺]	常楽寺	今紅葉が見頃の常楽寺。天員数学の道場として全国の学問僧が集った。
国の重要文化財に指定されている【石造多宝塔】がある。ふすまには水墨で塩田町の風景画が描かれている！	2022-11-01
	19	[image: 三楽時(安楽寺・常楽寺・長楽寺)]	三楽時(安楽寺・常楽寺・長楽寺)	安楽寺の創設ははっきりしていないが、729～749年の間に高層として知られる行基(ぎょうぎ)によって、また、824～834年の間に慈覚大師円仁によって開かれたという説がある。国宝にも指定された八角三重塔があり、こちらに使われている木材を調査したところ、正応2年(1289年)に伐採した木材が内部に使用されていたことがわかり、13世紀末に建築された塔であると考えられている。

常楽寺は北向観音堂と同じく天長2年に建てられた。境内には樹齢350年とも言われる宝船ののような御船の松があり、この宝船で阿弥陀様が極楽浄土に導いてくれるという。また、本堂の裏には北向観音の霊像が出現したとされた場所に700年もの歴史がある石造多宝塔が保存されており、鎌倉時代に天台宗の拠点として栄えていたことが伺える。

長楽寺は焼失して現在は存在	2021-12-21
	20	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	厄除観音として知られる北向観音堂は、天長2年(825年)に比叡山延暦寺座主慈覚大師円仁(えんにん)によって建てられた霊場である。一度は源平争乱の中、木曾義仲の手によって八角三重塔と石造多宝塔を残し全焼してしまったが、建長４年(1252年)北条国時によって再興された。ここには、鬼女紅葉退治絵馬が飾られている。	2021-12-21
	21	[image: 常楽寺]	常楽寺	常楽寺は、先ほど紹介した北向観音をお護りする本坊。別所三楽寺(長楽・安楽・常楽)の一つとして建立された。また隣接する常楽寺美術館には寺宝や北向観音に奉納された絵馬等が収蔵・陳列されている。
本堂裏には、北向観世音様が出没したとされる石造多宝塔がある。こちらはとても神秘的な雰囲気且つ自然豊かな場用であり、どこかジブリのワンシーンを醸し出しているように思え、感動した。	2021-11-14
	22	[image: 林の中の多宝塔]	林の中の多宝塔	常楽寺の裏側にある多宝塔から撮った写真。
道が少し凸凹しており、注意して歩く必要がある。	2020-10-15
	23	[image: 天台宗別格本山　北向観音]	天台宗別格本山　北向観音	北向観音堂は、平安時代初期の天長2年（825年）、比叡山延暦寺座主の慈覚大師円仁により開創された霊場です。安和2年（969年）、平維茂は一山を修理し、三楽寺、四院、六十坊を増築したと伝えられています。寿永元年（1182年）には源平争乱の中、木曾義仲の手により八角三重塔と石造多宝塔を残して全て焼失してしまいますが、源頼朝の命のもと伽藍復興がおこなわれ、建長4年（1252年）、塩田陸奥守北条国時により再興されました。堂が北に向いているのは、わが国でもほとんど例がありません。

選んだ理由としては北向観音堂は全国的に珍しい建物で面白さがあると思ったからです。	2020-08-06
	24	[image: 常楽寺]	常楽寺	別所温泉駅から徒歩で行ける常楽寺
美術館や国重要文化財の石造多宝塔があります
御朱印も書いてもらえます
三楽寺の一つとして建てられました
茅葺の屋根が最初に目に入ります
御舟の松という大きな松の木も印象的でした	2020-05-25
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